
参加申込み方法：メールによる事前申込み。メール件名を「2026年度秋季シンポジウム参加申込み」とした上で,

氏名,所属,肩書,連絡先,会員非会員の別,懇親会参加の有無を記載の上で,予めコンビ―ナーの

佐藤昭人（akito.sato@fudotetra.co.jp）までメール送付願います。

お問い合わせ先：（株）不動テトラ顧問 佐藤 昭人

tel.03-5644-8520 fax.03-5644-8510 e-mail： akito.sato@fudotetra.co.jp

 

202６年度秋季シンポジウム

温暖化に伴う漁場整備の課題と今後の在り方への提言

日 時：令和８年１１月６日(金) 13:00～17:00

会 場：東京海洋大学 楽水会館 （JR品川駅南口から徒歩10分）
形 式：公開シンポジウム （対面式、定員約120名,

事前申し込み制、10月30日（金）締切り）
参加費：無料

※1）土木学会のCPD認定を取得予定です。
※2）当日シンポジウム終了後に、大学内の学食において秋季シンポジウム参加者の方々で、

会費制（一般５千円、学生３千円）の懇親会を午後5時15分から予定しています。

プログラム

13:00 開会挨拶 日本水産工学会会長 松下吉樹
13:05 企画趣旨 コンビーナー 佐藤昭人
13:10 講演（７講演）
1)気候変動下の水産資源 三洋テクノマリン（株）首席技師長 中田薫
2)魚礁効果調査による暖海性魚類（イサキ・キジハタ）の分布状況

（一社）漁港漁場新技術研究会魚礁漁場専門部会座長 田島武
3)海洋環境変化に対応した藻場整備の提言

北海道水産林務部漁港漁場課漁場整備係長 岡林直樹
4)長崎県の漁場整備と藻場回復について～浜の声を活かして～

（一社）長崎県漁場整備開発協会専務理事 田添伸   
5)海洋環境変化に対応した漁場整備の方向性

（一財）漁港漁場漁村総合研究所第二調査研究部長 三浦浩
6)構造物周辺の流動場理解のためのシミュレーション技術

（国研）水産研究・教育機構水産技術研究所主任研究員 古市尚基
7)今後の漁場整備の技術と研究課題 福井県立大名誉教授 瀬戸雅文

（休憩）
16:02 総合討論
・パネリスト：講演者の方々

（漁港漁場新技術研究会からは漁場造成研究部会長寺島知己）
・座長：（一財）漁港漁場漁村総合研究所常務 伊藤靖

16:57 閉会挨拶 日本水産工学会企画担当理事
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